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人間の心の進化的基盤を探る比較認知科学（CCS）という研究分野が熟成してきました。その契機となっ

たアイ・プロジェクトが 1978年 4月 15日に開始されてから 35年になります。霊長類研究所に思考言語分

野が創設されてからこれもちょうど 20 年になります。こうした節目の年に、過去と現状を踏まえて、人間

とそれ以外の動物の心を比較する研究の将来を展望したいと思います。なお、午前中は英語のセッションで、

午後は日本語とします。昼食は、ごくかんたんな立食形式でご用意します。手ぶらでお越しください。 
皆様の来聴を歓迎します。皆様の来聴を歓迎します。皆様の来聴を歓迎します。皆様の来聴を歓迎します。ただし国際高等研究所で開催する制約上、できるだけ事前に（前日まででもけ

っこうですが）、世話役にご連絡ください。また、よろしくご周知ください。 
 
１、１、１、１、Fieldwork, Conservation, and Welfare 
900-1100, Chair: 伊谷原一伊谷原一伊谷原一伊谷原一 Gen’ichi Idani 
金森朝子金森朝子金森朝子金森朝子 Tomoko Kanamori, Orangutan in Danum valley, Boreno. 
森阪匡通森阪匡通森阪匡通森阪匡通 Tadamichi Morisaka, Dorphin behavior 
ユ・リラユ・リラユ・リラユ・リラ Yu Lira, A case report of catching birds by wild chimpanzees at Bossou 
大橋岳大橋岳大橋岳大橋岳 Gaku Ohashi, Liberian forest : adjacent community of Bossou chimpanzees 
山本真也山本真也山本真也山本真也 Shinya Yamamoto, Tool use techniques in chimpanzees:  

basis for cumulative culture and cooperative society 
山越言山越言山越言山越言 Gen Yamakoshi, Wild chimpanzees at Bossou: Dehabituation is necessary 
イエナ・キムイエナ・キムイエナ・キムイエナ・キム Yena Kim, Cognitive studies in Zoo settings 
小倉匡俊小倉匡俊小倉匡俊小倉匡俊 Tadatoshi Ogura, Welfare studies in Zoo settings 
 
２２２２、、、、Hot topics in Comparative Cognitive Science (CCS) 
1115-1215、Chair : 明和政子明和政子明和政子明和政子Masako Myowa 
クリス・マーチンクリス・マーチンクリス・マーチンクリス・マーチン Chris Martin, Computer arena : an automated system to approach social cognition 
服部裕子服部裕子服部裕子服部裕子 Yuko Hattori, Synchronization of actions: a possible basis of empathy and collaboration 
狩野文浩狩野文浩狩野文浩狩野文浩 Fumihiro Kano, A recent progress in the eye-tracking study of great apes and children 
 
３、３、３、３、CCS in Wildlife Research Center and its Kumamoto Sanctuary  
1300-1500、座長：板倉昭二板倉昭二板倉昭二板倉昭二  
田中田中田中田中正之正之正之正之、京都市動物園「生き物・学び・研究センター」紹介：野生動物の飼育・福祉・研究 
山梨山梨山梨山梨裕美裕美裕美裕美、チンパンジーの毛からストレスを測る 
森村森村森村森村成樹成樹成樹成樹、WISH熊本 1号・2号の紹介：チンパンジーの福祉研究の展望 
斎藤斎藤斎藤斎藤亜矢亜矢亜矢亜矢、絵画の起源：描画行動の発達と進化 
平田平田平田平田聡聡聡聡、チンパンジーとボノボ：林原類人猿研究センターの 10年から未来へ 
 
４、４、４、４、CCS in Primate Research Institute 
1530-1700、座長：坂上雅道坂上雅道坂上雅道坂上雅道 
友永友永友永友永雅己雅己雅己雅己、WISH犬山 1号・2号の紹介：チンパンジーの認知研究の展望 
足立足立足立足立幾磨幾磨幾磨幾磨、異種感覚の統合、共感覚、言語 
松沢松沢松沢松沢哲郎哲郎哲郎哲郎、ワイルドライフの保全と福祉：犬山・熊本からマレーシア・雲南へ 
渡邉正孝渡邉正孝渡邉正孝渡邉正孝、WISH（心の先端研究拠点）事業の中核としての比較認知科学研究に望むこと 
 
討論参加者： 研究プロジェクト・メンバー研究プロジェクト・メンバー研究プロジェクト・メンバー研究プロジェクト・メンバーとしての参加としての参加としての参加としての参加（浅田稔、（浅田稔、（浅田稔、（浅田稔、幸島司郎、幸島司郎、幸島司郎、幸島司郎、菊水さんの代理の永澤美穂、菊水さんの代理の永澤美穂、菊水さんの代理の永澤美穂、菊水さんの代理の永澤美穂、

高橋里英子、西田眞也、松林公蔵、吉田正俊）、高橋里英子、西田眞也、松林公蔵、吉田正俊）、高橋里英子、西田眞也、松林公蔵、吉田正俊）、高橋里英子、西田眞也、松林公蔵、吉田正俊）、村松明穂、櫻庭陽子、村松明穂、櫻庭陽子、村松明穂、櫻庭陽子、村松明穂、櫻庭陽子、市野悦子、市野悦子、市野悦子、市野悦子、落合知美、綿貫宏史朗、落合知美、綿貫宏史朗、落合知美、綿貫宏史朗、落合知美、綿貫宏史朗、

川上文人、川上文人、川上文人、川上文人、レナータ・メンドーサ、レナータ・メンドーサ、レナータ・メンドーサ、レナータ・メンドーサ、山本英実山本英実山本英実山本英実、、、、中村美穂中村美穂中村美穂中村美穂、、、、平口愛子平口愛子平口愛子平口愛子、、、、吉田弥生。吉田弥生。吉田弥生。吉田弥生。 
 
本件の連絡先・世話役：松沢哲郎、matsuzaw@pri.kyoto-u.ac.jp, 080-2623-3705、 
高等研の担当者は森口有加里さん、国際高等研究所 研究企画部 0774-73-4001 moriguchi@iias.or.jp 


